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調
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担
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者
　
真
山
　
悟
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藤
秀

一
・
佐
久
間
光
平

・
菅
原
弘
樹

佐
藤
貴
志

・
高
橋
栄

一
・
吉
野
　
武

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落

・
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
、
奈
良

・
平
安
時
代
、
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

舟
場
遺
跡
は
、
県
北
部
大
崎
平
野
の
南
端
部
を
東
西
に
流
れ
る
鳴
瀬
川
北
岸

の
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
古

墳
時
代
、
奈
良

・
平
安
時
代
、

中
世
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
今

回
の
調
査
は
、
県
営
圃
場
整
備

事
業
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
排
水
路
や
道
路
が
設
置
さ

Ｄ

れ
る
区
域
を
中
心
に
幅
四
―

一

古
。
ｍ
の
調
査
区
を
穀
定
し
て
行

て

な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
古
墳

時
代
か
ら
中
世
に
わ
た
る
遺
構

。
遺
物
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。
特
に
中
世
に
つ

い
て
は
区
画
溝
を
伴
っ
た
屋
敷
が
少
な
く
と
も
四
軒
分
み
つ
か
っ
て
お
り
、
遺

物
も
木
簡
を
は
じ
め
中
国
産
白
磁
皿

。
青
磁
椀
、
古
瀬
戸
瓶
子
、
無
釉
陶
器

鉢

・
重

・
甕
類
の
ほ
か
、
銭
貨
や
茶
臼
、
板
碑
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。
屋
敷

の
年
代
は
遺
物
か
ら
み
て
、　
〓
一一―

一
五
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

木
簡
は
、
屋
敷
を
囲
む
大
溝
の

一
つ
Ｓ
Ｄ

一
〇
〇
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
こ

の
溝
は
南
北
の
調
査
区
に
沿
っ
て
検
出
さ
れ
た
も
の
で
、
長
さ
五
人
ｍ
以
上
、

上
幅
七
―
八
ｍ
、
底
幅
二

・
八
ｍ
、
深
さ

一
・
八
ｍ
の
大
溝
で
あ
る
。
検
出
部

分
の
中
央
か
ら
や
や
北
に
寄
っ
た
地
点
で
は
幅
が
狭
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
斜

面
に
は
橋
脚
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
九
太
杭
も
認
め
ら
れ
た
。
堆
積
土
は
九
層

に
細
分
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち

一
定
期
間
滞
水
状
態
が
続
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る

六
―
七
層
か
ら
木
簡
を
は
じ
め
主
な
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
中
国
産
白
磁
皿
、

古
瀬
戸
瓶
子
、
陶
器
鉢
の
ほ
か
、
開
元
通
宝

。
景
祐
元
宝

・
聖
宋
元
宝
と
い
っ

た
銭
貨
、
茶
臼
、
板
碑
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
大
溝
が
検
出
さ
れ
た
調
査
区
の

す
ぐ
北
側
に
は
現
在
、
若
宮
人
幡
神
社
が
所
在
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
古
代
の
自
然
流
路
な
ど
か
ら
墨
書
土
器
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。

と
も
に

一
文
字
の
墨
書
が
須
恵
器
杯
の
体
部
に
正
位
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
墨

痕
が
薄
く
判
読
は
で
き
な
か
っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

舟塗
場ば

遺
跡



ω
　
。
「
ｏ
法
憧
院

。
「
ｏ
法
憧
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

益
巽
卜
ｇ

小
型
の
木
簡
で
上
部
に
穿
孔
が
あ
り
、
下
端
は
折
損
し
て
い
る
。
表
裏
と
も

に
穿
孔
の
下
に

「法
瞳
院
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
樹
種
は
ス
ギ
材
で
あ
る
。

さ
て

「法
嵯
院
」
の
墨
書
は
、
木
簡
が
出
土
し
た
大
溝
の
北
側
に
所
在
す
る

若
宮
八
幡
神
社
に
関
す
る
伝
承
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
言
い
伝
え

で
は
こ
の
榔
社
は
、
源
頼
朝
が
平
泉
か
ら
の
帰
路
に
勧
請
し
て
建
立
し
た
も
の

で
あ
り
、
頼
朝
は
同
時
に
渋
谷
四
郎
時
回
を
剃
髪
さ
せ
て
こ
の
地
に
亀
谷
山
隠

城
寺
を
創
建
し
、
世
襲
の
別
当
と
し
た
と
い
う
。
歴
代
の
別
当
は
若
宝
院
あ
る

い
は
法
嵯
院

。
安
養
院
な
ど
と
称
し
て
お
り
、
戦
国
末
期
の
別
当

「法
崚
院
永

豊
」
な
る
人
物
の
存
在
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
若
宮
人
幡
神
社
は
、
も
と

は
現
在
よ
り
南
側
の
鳴
瀬
川
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、　
一
九

一
四
年
の
築
堤
の

際
に
、
そ
れ
ま
で
渋
谷
家

（現
若
宮
八
幡
神
社
社
家
）
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
現
在

地
に
移
動
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
屋
敷
地
以
前
の
そ
の
場
所
は
、

隠
城
寺
の
本
坊
の
地
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
伝
承
は

『安
永
風
土
記
書
出
』
や
明
治
年
間
作
成
の

『宮
城
縣
陸

前
国
志
田
郡
神
社
明
細
帳
』
、
『社
寺
神
社
由
緒
調
』
、
渋
谷
家
系
図
な
ど
近
世

以
降
の
比
較
的
新
し
い
史
料
に
み
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
木
簡
の

「法
嵯
院
」
が

伝
承
に
み
ら
れ
る
隠
城
寺
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
現
在
の
若
宮
人
幡
神
社
の
あ
る
場
所
が

一
九

一
四
年

以
前
に
は
渋
谷
家
の
屋
敷
地
、
そ
の
前
に
は
隠
城
寺
の
本
坊
の
地
で
あ
っ
た
と

す
る
伝
承
も
注
意
さ
れ
る
。
屋
敷
地
と
本
坊
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
的
な
上
限
は

伝
承
上
で
は
不
明
で
あ
り
、
果
た
し
て
そ
れ
ら
が
中
世
ま
で
遡
る
か
は
疑
問
も

あ
る
。
し
か
し
、
本
調
査
で
中
世
の
屋
敷
跡
と
み
ら
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
、

そ
れ
を
区
画
す
る
大
溝
出
土
の
木
簡
の
記
載
が
伝
承
に
み
ら
れ
る
ヽ
の
と

一
致

す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
隠
城
寺
や
そ
れ
に
関
す
る
法
嵯
院
な
ど
の

一
角
を

な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読

・
解
釈
に
つ
い
て
は
、
東
北
大
学
入
間
田
宣
夫
氏
、
三

宅
宗
議
氏
、
若
宮
人
幡
榊
社
宮
司
渋
谷
勝
麿
氏
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
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会
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九
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会
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九
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）




